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｢分離技術シリーズ｣ の継続刊行に当たって

研究開発とは，新しい原理や現象を発見することばかりではなく，原理・現

象は既知であっても新しい方法を案出するとか，あるいは新しい組み合わせを

創案することによって，新しい技術，商品，品質，機能，用途，方法等々を創

出することである．

本会は主に化学品の製造に関わる分離技術を包括的に扱う専門の学会である

が，研究者・技術者を糾合して正に関連分野の研究・開発の進展を目指し，急

激な変化に対応しようと心がけている．

すでに何冊か刊行された本シリーズのなかには，本会会誌 ｢分離技術｣ 誌に

掲載された論文によっているものもある．しかし，論文に記載された技術を取

捨選択し，それらの組み合わせを考えて執筆されたものであるから，上述の視

点から成書としての価値は高いといえるであろう．

さて，最近あらたな構想のもとに，本委員会よりいろいろな分野の権威者に

執筆を依頼し，本シリーズに書き下ろしの著作物が加えられることになったの

は誠に慶賀に堪えない次第である．分離技術の益々の発展に寄与することは勿

論，読者諸兄姉に研鑽のお役に立つものと信じている．

分離技術シリーズ出版委員会

委員長 小 島 博 光



は じ め に

乾燥操作は，さまざまな分野において不可欠な操作であり，多くの技術者が

乾燥操作にかかわっています．また，乾燥操作に関する基本的な原理などにつ

いてはいくつかの書籍で解説がなされています．にもかかわらず，乾燥操作に

付随する各種問題の解決には多くの技術者が苦労しているのが現状です．これ

は，最適な乾燥方式が，乾燥する材料の形状や含水率などの特性あるいは必要

とされる乾燥後の製品性状によって異なるためです．

とはいうものの，このような問題を解決して多くの乾燥製品が世に送り出さ

れています．本書では，乾燥技術を要する各種分野において乾燥操作の使用事

例を集めました．乾燥する材料特有の問題をいかにして解決しているか，ある

いは各種材料に対してどのような乾燥方式が採用されているかということを知

ることができ，読者がかかえる問題において解決の糸口になれば幸いです．

最後になりましたが，ご多忙の中，本書にご寄稿いただきました執筆者の皆

様に深く御礼申し上げます．

2013 年 1 月

立 元 雄 治・中 村 正 秋
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